
nIi毛  
A－15梁路加尋は大学大学院   A－16聖埼ぬ懸は大半大草炭  
電性竿研項井＝老年1   肴楓筆戦究葦4川＼児）   

l朋■捧桝と相■方法  

指導書羊件   有   有  

蛋師  ほ知症の給断、治蠣L抗聞拶橿を行っている、屯営有毒支ほ診療所の医師（在宅サ ポートセンター曇．聖緒加著は大事臨床教授）  小児雷4専門底（臨床狩控〉  
ご ■ミゝ  首環稀tは鰐，紡昭電性隣   小児肴は竿専任職員i教授・蔵敷捜〉  

その1生娘雲l  覿幼児幻捗およぴ一般外来での小児の鯵隔を学童首領葡蘭、  
役諷  指導匿と共に穫旺する。  
濱瞥プログラムの作成   書は蹄は直1豪演習の壌で指導するのではなく、実施前竣のス〟パーピ  
高齢舌ケア外来の員寧の校定．在宅サポートセンターからの往診の見学の設定  

「や  
・多tllカンつ7レンスの見学の瞼定   

蒲  
習  
綺  
事B導体削と  
指導方法  

小児Ij専門医（臨床据ほ）  
¶‾‾‘州‾、   

小児■ll年号佳教員（微櫓・施政l引  

海津衰ゐ∧嚢痛   
■Il●櫨■   

ま3  

材料玩元子ど石高蕗薩l三ば薩顔と盲育三智東已■如離痛 
役割・実普全体のコーディネート（含む丼の用恩卜院内オリエンテーション 一院内地色8  諾鱈のもとで子どもや斉旗への相場事を単独で行う．   

絶  門との訊蟄・カンプ7レンスへの参加・鴫雛遵娩堅の班も   一雄珠は砥ほ菓習の壌で指導するのではなく．美禄前後のスーパービ   

票  ■薯靡こ匿鮒老年層門医・高が巻総合踪環創轟）   ジョンを中心に行う巾   
冨  没書疇、・匿行為に即する臨床廿■ブログラムの作成・臨床川義をl至当する匿腐への依   
綺  沌・高ボ手枕含鯵環！4の外来跨等の見辛、病繊愚苓の治徹、拉囁への参加の機会  

沌彊体割と   
■II：管理崇暮士役割臨床鱗■の実施  
tll・藁熱闘  役割臨床隅■の実権  
粗Il、協氏心理士役畜l、外来鯵環の先学   

；∬■・■嶋1■のカ：重  

地場筋サについて筒ttで竿冒したことき元に、濡習   実狩の子どもの亀序や外来でのβ鞘を、始めは盛群と射二敏例冥箆  
前に自己学習   する．その址、学生揚捻で実托し、草生の掠断筆の判断を選択と矧＝  

汗控する方法で進める 
さらに、圧勝の症例カンファレンスヘの参加により、所見の解釈や紐庄  
判断の進め方について学ぶ。   

t甘辛1去  
のエ失点  

索菅頁ケジュールの托蛇   外栄誉中心にしつつ、入院輌蘇至汚毒湧を取りながら、あ首耐「  
高小寺tはに那逢すもt怯プロト⊃ル、フィジカル7セスメントと所見．検査の毒l稔  実習を行う．愚児受け持ち割をとり．主治医の鯵飢；共に蓼虻して、匿  
と轄果の利勝方法、藁椚の稚環について指導敷津から手管ポイントをアド／くイス  膵の包括指示の軽電で実施し、その緒果の解釈や判断について随時  
上妃についての自己攣管内専を指導教授が事前に環旺   検l寸する．  
臨床推嬢の手管（鯵ポ治療季の膿蕎）   事例倭まとめ桟l寸会菅実托するh  

雄性実官方法  
のエ失点  

3附‾‾  ほi菱賢二二、】一  

絶他案習椚   有t捌  諾斗（瞞磋  有 ㌘銅場臥奄レポート咽細   

呈象地実習挫   省き露済（隅導軌梱帆酬） 若竺賃呈諸芸嘉  有 蓋芸㌘氏冊看）、毛レポー（相聞等）  
・ 

・、・1・ 有 、覆は厭員   レポート（尊例靂平価琴）、その  
l島■．む■▼t．叫l†琴ヽ．性■サt．≠t■lの中から■t】hl■ 低く往旭研究）  

巾11も   A－13匹‡野区積ほ絶大竿大字浣   A－14瑚天竺大学大字院  
医環1隠独学研究雪1く慢†ま職 毘環tll掌W究祖ミ慢性職1   

1相場体朋と相場方法  

有   有  
班員を事萱当した臨床医   一 ■・・票  

専任教員 弁常勤叫隊  

蒲膏面稿青ば、櫻井を担当した医師により行わ九、鱗■と           蛋膵フィジ加しテセスメントおよび症状コントロールに必裳な医学的知はの微‡璧を担当  
濱℡を分けすに、実際の症例や機資データからの内容とした≡  書は果敢員▲ヘルスアセスメントおよび支は技術．瑠鵬を活用した事例眉繚．ヘルスアセスメ  
指導方法は，医師からl！示された診断と病惣の違う伝動二つ  
いてGV≠とプレゼンテーション、ディスカッションで用成し、その  
上で足りない無敗について嬢■を受けた   

学会比定専門露、学会旺定圧、蜜師紘露研樺相場医  

そのぞ色の龍一l  

索官権拉は竿女の希望を機先L：鴇拉の了解を一辱て行い、案          豆腐：受持ち患者の書は文通た必饗な監再為に蘭する革袴をする闊l＝は∴同汁主は蛋節の   
督の指導者は蓼件を満たす医鋳で、翰謀叛軋もし（は臥床  絆ばを亨尊て，愚者の痩当厚から圧学的捕縄を受けた。   
講師の委嘱をした 病捜鰐最・外来膝景、主任、チームリーダ実習l十臥私宅の電はもそ軌こ限する物音誉受l十   
学生卜名‾1一っ名の蛋廉■り」窟憬の－’の‾（  
種解できること告白I斯こ個鋸旨璃がなされた．   Cト】S†蔓性疾患t軋がんCトjS．家族支1icトiS】旨ヰ零から．コンサルテーション、コ～ディネ“   

韓   実℡場所は、病院権l賢では、外来・病棟、肪間鯵銀では一嶋  ション．教書q柁などについての事持場t助言を受けた。   
指導陣割と  に往ぶに同伴した．はじれtま1年から行い．実習縫丁時には  専任教Åは、筏生の実習日的、実腎の進め方のなどの調整．賽銭ほ靖、事例城東寸舎での助   
柏坤千∵よ  間首、必要検査の指示、桟安穏黒の呵快∴台鴨方≡去の種瞬と  有  ■  覆師 tlI騨  ・2．               臨      他  ．     実 晋   に対して   によ． 連行為カ   ′＝．                  薬刑tの賦熟まで樺褐することができた，  菖を行っている《  ▲ ′  一       ▼ ■  

を曜逸するエ夫をした．   挟のコントロールに必饗な医学的知比は、DVD戴珂を使用した所ゑの郷僻や粗琵線輪の仕  
組音波拶断では、研■を嘩当した荘師より哀九の取り抜い方  方をg師により教授している．   法 
、実捷の判断・緒果の解釈まで鱗書内専をフィード′くックし  ヘルスアセスメントおよび支嘉一技研、窄紬蕾活用した寧劉横目、これらをもとにしてフィールト  
ながら行った．軍港においては、唯讃な成人の卯性を檀肘規  
書として匹絆がデモンストレーションし、その後草生が交代で  

訪雷方法  
の工夫貞   

とを翌夏し，霞瞬から†是示さ九た鯵断と額装の違うり症†】削二つ  
いてGWを行った挽に一人ずつプレゼンテーションと全体での  
ディスカッションを行い、その上で足りない知姓について川疇苫  
貸l†た．  

実習椚の1事値に．OSCE拭隈を行い、搭環の実践畦カと口和  
転間で知吐の確控をした。   

草生の自立を促逸するために，巽菅壌所を畢生の希望を取リ  毒l瑠は実技では、受持ち患看を中心に冥督を進めていて．汚例以上の実技事例報告を■  
入れ．実習期間や実官時間の管理は学生が行い．菓耶邑導  附寸けている．今年度は、こ九らの愚書のtは支膿に必蔓な匿巧も毛筆拝した．この碍．璃   暑がこにした 
穐耽すると．   繍主任医師のl午総を樗て、患警の控当匹から恩讐の病態のアセスメントに必賽な裸麦、医療  
実冒では一並の鯵膚行為ができることを目測に、匿酵の掠腎  筍鷹に間する医学的相磯を受けた」院生からは高度実技義は膵の視点から患者の用欄欄劇  
の1竿からはじめ．間捗、身体所見のとり方など一附こ相場を  を電解に行ない．チーム匪ヰを実技できる無力き事っている．  
受けながら行う段鞘的な相澤とした．多くの症例を量るため  1Z）受持ち愚書のt牲ケアについては、嘱柵師曇、主任、チームリーダとt性l†笹の娩熱をし  
1こ、Il嘱繍の画鯵に同行する．fZぎ外来給縛前に予定されてい  て、実線・辞儀している．実践においてはスタッフのロールモデルになるなど、スタッフ教育の  

毯地実野方淀                                     る患看のカルテを鋏み、データや治キ方針．治環方法につい  一丁が増えるような実℡をよ間している，   
のエ夫点  

妃織を吐出する方法とした．   ルテーション．コーディネーション．教書機能などについて1寧ナる機会を披けた竣、役割実  
疾病管理の実際では10症例以上を受け持ち制とし∴台環チー  官を行っている－CNS役割軍曹でtま、外来のt住職随圭を中心に実習し、GNSに同行し病  
ムでのカンファレンスで症例免震を行いまとめ．免震することを  け・外来の●はスタッフ．他の医療従事書に郷わり．患者t＃族に必璽な実数コンサルテー  
葵皆の中に位置づけたぃ   ション、コーディネーション．嶋環的訊亜、憐▼的な蘭わ研こついて竿曝している．  

郷嗜一回の事例検1看会．実践鴫告会を持ち．活動内幸の噌普をしてもらし、、臨床手持叫肴．  
CNS、■は象徴Åから助言を受けられるようにしている．  



けl書も   ム∴－17聖】路加宥It大草大字院   A－18緊托加肴は大学大字俣   A－19変格加智は大字大字魔  
筍粗竿研究りⅧ拍  召は学闇項宮目許宅  奄は字研究I」憫祈於瑚 

lIB■体割と指礪方言主  

柏里菱梁塵  舞   ■   有  
王炉  萬於讐J持場医   

覇は餅  
その他の板書l  

坊間宅はステーションでの蒲暫時．幻方  摘積層  P臥煮き式で．窮幹事j憂色坤匡によるは々な  
○坊間雷は事業所の管巧者および地域筍は専門肴は軌道積喰間     にWする検裏寸が必凝な状況が担当する   状戊の症例呈示に引き織き 学生が餌齢  

対象者において見ら九た場合、竿生は症  の退院班露看は鰐   集繹の喬九にそって！寸けを行う 
伏アセスメントを行い．実習事B聾者（現場  ほ鐸方法  
のステーション雪は師）に妥当性にWする  ○在宅疇義魯やこれから在宅療暮をする患者を対象として 直は受  
柑ヰを受ける，その上で処方に即する闇  け持つことを通し学生の対象患者の包括的なアセスメントほ嫡及び  
与の1十暫を立て、医肝の指導零に別連摘  
埠を受ける．この場合、アセスメントのみ  
吉行い．夜手套倭舌の処方への闇与は行 わない（予定）  

■   ■  布  
紅粉りほ欄眉  

Z 指導者   
ほ  蕪彊無塵体シミュレータを用い耶離車     ○挟間著は中黒所の青環希および穂噂宥は専門頓は臥医療櫨間  持場医による津々な杖＝只の症例星章に   

梗  の退院班貯讐は餅   
相場方法  

引き械き，学生が麻酔稟棟の讃九にそつ   
実  
冒  

て芙闊に実技を操行L そ九らに対して  
○在宅療霊古やこれから在宅薇暮をする虚器を対象として．奄ほ受         指ヰ肴とともに綴り義り〔血br【亡¶■－がを行   

綺  けけつことを通し竿生の封た患者の包鰭的なアセスメント技術及び  なうず（予定）   
チームアプローチを通しての桟楠ほ峡間して写岨的に意見文捜告す  

！戸坤筍の褒隼 雲師 筍は師 その博の虻糊  る   

J■■・書嶋■■の万場  

濡暫時のアセスメノトは受け持ち患者を  臨池に赴き∴対象となる患者を卦†持ち、実施した■はを吉とめる．  慕q能生鋒シミュし＝タを活用し喫茶的  
決めて絆紹に行う．薬物疇法に蘭する知  その臥患者用噌を系統的に曳理し、チームの中でティスカッション  なシナリオをもとに 取幹霊翔を遊行し   はは嘉であらかめ   
帽し基本的な点を管循  しながら患巷が抱える側欄n引囁をより潔く理解することを焦点として  全てをビデオl別宅して 指導者とともに媒   させておく（予定） 

。   l事価している リ返りを行なう，（予定）   

溝習方法  
の＝夫点  

払他にむき、粥♀となる患者を受け持ち、翼絶しJこ■llきまとめる。  享珊ご蘭［モニi砺面  
その際．患者け噌を系統劇に整環し∴チームの申でディスカッション  協力のもとに．手輯患舌の外来 病捜  
しながら患暑が抱える饅凛揮租をより潔く理解することを焦点として  亭埼玉．そして術後嘲繊への患者の諷九  
暮畢優している．   を眼騙し，ぼ租を指導書とともに封比す  

る．ぐ予定）  

遁絶筆野方法  
のこ夫痔   

融二鮫議應二▼【紘i五誌二二  蜃匝麺口朗捷二こ＝臓   

鴇梗案冒前  奄ふ朋廃語駄競謂私設・だ雪  
はり逼丁申で．亭主の牡Fq島牧力についてII囁Lてし・も   

祖壮美習挟  寄草生の紀暮瓶レポート（榊亭）  

ほ事呈絶了韓  萄冊舶口頭研  

即i£ 王  A－20千最大字大字院  A－21東栄直積保餌大草大字昼  
登姐学研究りこがん ℡は学研究讐1（クリテイカル）   

り粗導体翻と事i一方法  

考  
蓬師       有   1v堰具以上で初期粍床研修の一語導医  

2き担当手1日に間違した郎書の圧師   

1】大竿教員  」粗軋を禦ゼ  刹担当り日l‾舗連した即書の看は随員   

その他の輯－l  

ネ1ション）   匿行為に対する濱督は、学生2t人5グループを絹成しグループごとに昏節  
蛋鉢1名，■は詳、2名以上   （鵠床概ほ）の指導を行っている，  
姐他におけるほ導電は．蟻和ケアチームでのケースカンファレンスにおい  く指導方法＞  
て．患者の鐸痛娼憫、症状ほ吼在宅への移行方法のための川暢収丸．  
処方薬の研農、患者への説明などが竿瞥できるよう支はを行う讐丑削ご  1人の医鱗がデモストレ 

溝   助言をする．    けでなく他の■flの専門性吉早慶しながら患者に最大の利益がもたらさ九   
管   るための他■Ilチームの職級を学習できるよう支捜する ■は敵Åは字   
綺   菅抽臥オリエンテーション、事故レポートの鮮應を行う．   
指導体討と  2通院治療室（外套化字環法）における実習前の濡晋沌ほ＝讐は竿演習   
相場方治  ＝  

指導者の噌Il■け厳貞義†6名  
指斗看は濱督機材の鵡傭、事例草野ほ関集葬の事前・事故絆砥および  
1絶レポートl学徳を行う  
手管内容適用レジメン、ヰ！鵡治乱使用茶粥の作用機序、効果、新生．  
看ぎ事象．包繕的アセスメントと看はl†函   

照明埼の要件   ■   有   
iト医員以上で初級柏床研樺の指導医  

・之l担当I4日にⅧ達した帥tの医師   

之 馬蹄  ■し（予定あLjl     ●ll肺 その他の椚欄  
鴎   ション．事前学習l事ず、受け持ち患者遭定、書叫美江のl半価   ある．  

地   
実   2 外黛（消化場■欄外串）／指導者 ■川微Å ■は教Åは、実習日に  ＜相場体併＞    外来給常予定のカルテを事前lこ竿生と共に把捜し、外来実習時の損■を  縫地では．竿生l名に封し．毘鰐（は圧微l史）】名の相場往粥のもとで真野を行う．また   
訂   行う．また事生が患者の鯵僧に付き湧い㌧虚憫のお臥治療方法戊明後に  事生4毛に弟L．1人の大草伝担当h■が美智の支】月．1別應を行う． ＜I8礪方法＞  
時   1茶瞥ではt明l二】B岬圧の指膚を見ずしその牧∴㈲叫蛋の柑■のもとに持瞭右    おける患者支‡l（用稽提供、心理的支Il）や柿間明後の拙者摘欄欄が行え   
摘坤体1桝と  るよう支Ilする．   実托する．  
柏ヰ方二重  3癖相磯摺／′相場番■は艶Åおよび病嬢鱗畏義は厳Åは草生の実  

冒鮒琶策定を支Ilし、草生lま病棟の書Il顔長に受け持ち患者の選択を俵   
和する．く受け持ち患者は自己の研究旺臥実習は闇に応じて損なるが、よ  とケースカンフ丁レンスを行う．  
リ専門的な■旺の必書な患者を選択できるよう支11する 4 自己雄性解決のために．ケースのプレゼンテーションを事8礪毘と賃う，  
．      4 書門tは顔役割実習／指導者 専門■は師 事門書は膵の活動の嶋  5鯵僧を芙施させていただ（虎零は，1惰嶋医師が比れ柏■墜による患者への閻熱  

に●加し．がん暮旺専門書は詳としての役割を理解し．チーム医療に失職 するための方法を凱、だすことができるようlこ支Iiする  が成立Lたも書とすも．必賽lこ応じて向鷺暮を作成する． 8二大ヲ城引旧些け■lま一■事8に茅野内さの振り遥りの殿に事用の碩点から勅菖を する 
．   

Jl■・■地★■のカは  

蚤学部裾■病院で蘭催さ九ているは和ケアチーム力ンファレンスに参加し、  1、動静採血．気管沌甘．縫合の技術の袴埼では、シミュレータを活和す  
各3－5名埋度のケースカンフ丁レンスを通じ．増和ケアを受ける患筍の抱  る．実施後に振り返りを行うh  
える㈲鶴に対して各■積がどのように役割を果たしているかを見学し（症状  2イ患者の状況判断とモの対応」のシミュレーションを実  
ほ軸のための薬剤川箆、退院時支】l専）．チームにおける耳門書は師の役  
椚を羊習できるようにしている．   一人分析をし．自己のほ畷を明抑こする 
．   また筆内で外来化雫療法を受ける愚者の事例をもとに臨床推論を行う、萄  3 れ肉塊を使用してのデフリーりントを実絶する．  

演習方法  4チーム鑑療とスキルミックスや医療安全特用では、多鴫Il   

のエ失点  のI至当川師が入り．瞼定したテーマについてディスカッションを行う。  
5血管追た摸董柘行時の介助琴は、美肌こ塩江現場て長竿を  
し・自らの織頓と比較欄合しながら、地毛にとっての■適な介助のあり方  
をディスカッションする（  

多廿ながん医療の囁（外果．通院治療壬、病檀、また絶叫遽娩重など）にお  
いて．専門tは劇としてどのような役割を果たす必辛があるかを字晋できる  
ように1†雷されている。  中治療圭、闇術期の璃削こおいてウリテイカル職域における愚者に応じた  
また通院油糧圭，鋼線では患者を受け持ち、■旺退職を農間Lながら、実  
晋をすすめ、ケースレポートを作成している．一郎の実】引こついてはレポー トの積出と共に 

、噌合金も実施Lている。  らの任用を明確にし、その旺埋を実施できる実習場所を自ら班堕し、実習を  
行う．  

臨地実習方法  2指定■は鱒（仮称）として、外来から入院、退院と一人の愚   
のエ失点  看を柏礪層の指導のもとで、自律的に受lナ持つ．  

3学習内容の理解を深化するために、毎日指導医とケースカ  
ンファレンスを行う－  

4・間析期実習では、補間詳伝、祈挫の堆過と間毀点をプレゼ  
ンテーションをすることで、さらに理解を深める－．  

脚＿鯵町†叫叫 抜穂実写前   
‾竜高著嘗！∧】‾組むE＝＝工二＝＝∵Ⅵ箇箭   

，． 

鴎他案智挟   
■ 

有 漢琵給桐鰐（独レトトt細事伍臥その他（独       自に作成した拝価泉）   
辱によるき草津）   

旺程終了韓   て牒議題賢  肇紀扶椴 n  
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け†i名   
A－221！島大字大学院  
保健t4年教育依（がん）   

l相場体嘲と柑】■方法  

聯 肴葛臣件   有   
蓬師  

宅は師  がん覇は専門奪は師   
その他旦哩l  

リンハ浮櫨に対するケ7がん顎捜耳門電は勝による嬢隷と濡智、リンパ浮膿の磯序、リン／くドレナージの過巧と袈忌、症状マネジメントモデルによるケア  
方法などの叫もはに、アセスメント、難注記蕎の選択と適応．檀舎的樗学僧浅について学生間士で才臥  

化字膚法を受けている患竜・青鰍こ対する讐は：（鞍員が主な相場看であり、金満晋建増を相場り層瞥で使用する解義では讐は師友などの持場を1符ながら  

十  
演習）  

以下の（ljあるいは‘之jに聞する痍管！す司を作成し済警戒果を泉覆しがん顎はCNSのがん化苧環法における役割機唯について電解菅又める。  
藩  廿牝層欄闇の宥育事象の予掛雲朋発見・呈期対処のためのケア   
瞥   方法の間発   
綺  之l化苧環浅を受けでいる愚者のセルフケア支ほ  

指導練馬紀  
指導方法  

有  

響は肺  

その他の】職Il  

1． 
1）がん讐雄竿を耳門領壌とする本字の専任救Å2名2〉実習祐拉の実習相場者′せ島大字大学院渓Ⅶり学研究那より一がん肴u専門書は詳の実削旨  
坤者として井賛助・臨床教控・臨床；t教授の辞令を交付さ九ている審あるいは義はが1佳肴より推薦されたれ3）実習劉9の実習排熱石英習施！9  

軍  の■旺射門暮佳肴および実官熱雷担当者   
雷   2、専任敦Åと実削旨導希および軍曹排熱苓の役割   

1）専任教書川実習の企尉・運菖・辞儀に1任を負うi2）実習洪整番および美智持場呑と連打坪野を行い．冥晋が円；可に止むようにする“〈3博生の岨  
†旨彊体制と   
相澤方濾  

痛導者ゐ．新車 重富師   ‡三†   
2）実射8埠を、川羊生の日々の美智l個に従って・■は菓江嶋薗において証は指導を行う・（2〕掌生からの相撲を受け′必要に応じてアド′くイスを行う‖（3） 学生が勧業的なができるよえ 

算哲う環壌を整る覆ぃ）カンファレンスに参加し助言．アド′くイスを行う▲  

3）実習綱畏者、il）実習が円湘＝行えるよう茶督場所を遭定する－（2）実官持場看あるいは他の著はスタッフ等と凛療をとり．実習壌簸き整える．畑庚晋摘 穆呑の相澤状況を把橿し必璧鱒納言する・柏坤方法1）礪耶に美甘巨檀が速成できるよう実冒l偶の立茶を手持弾2）作成した実写さ佃について、蘭遽 併義の★任春を含めて積肘3〉受けもち恐有の決定に胃し 
ては．実習指導者．病繍事の1佳肴と相はして決定し詞慧を革袴る．4き実習中はできるだけ抜総  

な実習峰過を捌景5）定朋的なカンプγレンスの企育と実施（1国／「那璽夜）  

・     －  

リンパ浮櫨ケア′積合的確学府法などの注碕だけでなく．セルフケア瑠輪を茶毘とした症状マネジメントモデルと［ぞ盲雨 「  
化学療法を受けている患者・青族に対する■は  
■けモデルを使った事例分析から，そのモデルが班床椎檎にどのように有用であるか理解が深更るよう指導．また、がん医餞別坤で発生している紡しい冶  
府1こ繕う看官事象など柁持場解決臣nな事象に対する現象を礪はの～具点で‡雇えら九るよう指導している 

溝野方法  
の工夫点  

主には菓官紀はき通して式＝酎霹とぢっているので、紀けをできるだけ持場に記述し帥tけ那卦之唱分の鵠掃き確壱と示耐「簡南海二逼…自己  
恭硯・自己洞察など〉  
∴7セスメント、臨床明断．tは活動の妥当性について1賢弟を深められるようにしている 
．   定期的に実耶旨導軋微Å．鳩舎によってはプライマリーナース参加によるカンファレンスを開催し、学習を潔める機会にしている。  
嘱嬢での定期カンプγレンス′三けでなく、純綿のカンフナレンス間惟をi量芙し、病嬢や酢■への教書的役割をと九るよう沌闇L  

施杷栗菅方法  
のエ失点  

臨池実習前  
亘賢露E塾頭＝           1碩面‾‘‾∨∨Ⅶ  
娃他案曹紋   有！戸、禍靡く払戻  レポートぐ孝則平価琴）、その他（実管妃軋学生の自己王手臥実習撃痩など蛇全的に1宰領）   

レポ→；瑚細、その他【鰐 
旺程韓了綺   Tす；議員  研究など腋釣にt幸便き   

けIlも  
A－23紡潟大草大学院  
保隠学研究零4（糧性期ラ   

l．柑■体qと和書方法  

＝＝ニ・ 医師            有 1q人i面亨ラーn稿ぎi石雨モーrH再薄汚は領一挿ri醐福吉煎1儀iiざ一首拝■転両市書面酌r■【t頑踊川新富脚亨お山【i冨再編 捕■‖1いこ対日も爛冊＝lこ凛じr繍文一l■瓜●■■■叫暮■■f■■ 

Jに，）L、て・牡庄れけ・・t■け・■■の■1書霊力．サー▼■又Ilち■■てi鱈～hたu皿nlt－t墟少う ▲ 
ヱq▼打▼■■1■1甘仁とギ■の■躊一事▼もtけ職轟．▼∩■川■■t相打、．■丑¶川ト．tけ坪・繍■璽▼江■l  

川札■■七義の…に膿Lて●かな止軋仰臥日比・川した■■リ…t【lわを■し・■J■いt†‡き，ざ上中一●の■一丁▲戚～れもーll仔、－“梱・・t…・暮びlニ麟uとして承は紬たは射l坤一月‖l匝） コIl江■llけ丁と  

l書句■■の玉■l＝攣▼も●かち一江州印書暮し・“！した棚一一よぴわ■戴′J川し！－∫け卿佃冊■川■－∫でAほ頼る旗鮮▼並び■こ耶こ…■一…・川畔として一触丑粁け琴欄Ilt嗣手鼻射叩蜜細ナ、璃見りモ■免 てiはJhl：■澤イい■lい○‖■  
饉人tn亨1■】1手工人11】の】£が幡丁〉  

粕■雷tⅧ片t■住僧員2毛．覆性虞£■け■ntはが川‖り来日軋ⅧM‖別lもー■圧．t轟け】名  
18■万！主筆内TT…lユ・≒l…11・惰性痍…零巾文‡】に必tむモ重や■は覆h告住所n■こ浩闘でさるた巾の…帥った・－2、けかユ樗附こ．＝文はにかかわる刑l鉢への研q畦．チーム鮎 ヰ 
・■可n篭・コンサルトシラン榊・辞書方法につL、て掩軋た・1けl－エ・－埠での‡馴こ■えて亭主に事鴫暮欄モ立tさセ・野禽i・めほn配慮・亨一触靡の肋どを指まえて冊し∴■℡lこ岨証せ  

▲鴫での1■I…が書架大事欄■雫たe■徴用■▲l■㈹け，に■声とロ仔に▲り嘉一仏力の州と申し帥せモか・軋封印化膿に削”川川は闇Mu欄雉県■樗きとり佃絶む掩■のけ 8ゼを行った 
・rヱけ■が華まに1■の事は・巧烏い■h…との■ヰ・対■は附の遭‡・帥と『tlや－霊■｛■人Ⅷ一憬臥音量…・腰嬢チ斬など）■こついて翻した．ユー畏では．畢生u■虹鱒九 に1■用tけ軋れTモ量ぎチてから 
・鱗1の…のもと1－にさ－…－を嶋て1－に－んだ・畢生▲棚引一一申の■鸞の白糠…のたれのトム別について18嚢・嶋丁叩…比定■托持との■ れから 
・事如は椚仏書に隋↑るtけ■▼について＝■仰のイン，ビューから亨ん′ご・眈亨餌嶋相に1－－ぉの躊一力がかからぢいょうにだ■L暮蓬と叩の馴によ欄力州モI〒い、照 書を岬てから■托した 
・…は軸暮Lた・●畢生は1■Lたこときレホートに才とれそhを檜←・■【一穐■と事まによる色柄の樺…で肝し助雷を隻けt叩を靂れ．レや→王■！l出し1■を繊7した． 之成人t仕事1事tl雫ま▲・8・Cの1毛81ヰTl  

・   1  ；   －   一              ・‘   － ▲     ・  
肘万は事柑■くlけ■Ii・ヘルスアセス′ン一考フィジカルアセス′い軋｝托法につIlて藁はを恥、て柏嶋L′二・ユーーは1■削－ヘルスアセ 
スルトミ貴ける■●】で生じる三ンパワルトについて… き市し・宇土用事のエンパワルトを”Tる‡つの孝二主として一隋で蕾もょう翻し，こ・】糧■■さ・－糟での∫■に－えて雫王－こ‡掩l－‡…ユ‡させ・雪組・愴覆n別．亨蜜n洪の肋ど引錮Jiてlも ■L．■tlニーまul二．  
■絶てめ刈卜l慮人t附虞f王と覇じ・2成人…事粥－と【じ・わえて・事餌－－の■快や一能が蛇こった壇○の椚応手■前に一騰■▲とけ会ゼ乏した一書化がまじた鵬．漬■の中止と■昏 き含む；ノ】讐簸ては 
・畢生l川は…に1■l†正を脈L咽雷き書けてから・－大の怜坤れと1－に¢■な冊川て■－に臨んだ・尊重憂j協力の鵬hた8零筆名を貴明柏．攣生At2年生州】乱 亨重8蔓ユ■生）li隠亨量C‖年生‖1】包 
▲け■から軌1を景，†むがらヘル1アセスルトを†凱′二・†の－に－1・畢生uモの－覆■譜の心員の柚を叩に圭一＝…－t緯や…■肘こ樺柁を聯ノ事掩 可tか¶蘇し 

・ヘルス丁セ1ルー中】こも■快に暮軋がないか■止しながら雷縫いこl島tへの攣■・R■は成人■ll雫1■lと恥∴  
▲畢生Ii舞■Lナニこときレ小一一に1と琉1そhを…・■ロー糧鯖と雫生による研一の河＝十－て－－草しれ暮看量り11V壬1わ、川→を羊t蔓出L■℡を輝了した． ユー躍躊H（サー〉  

怜●鶉正■6毛・』狂■搾・・tけけ▲は陣1毘鱗j、■軋抄之毛一いTれもー償雫q又Il■住帆■  
俺■方法雫《1℡n■ほ・事■芝け賢一も・亨まほ用層心れたデータ‘…粁t・心¶蚊8・檎義正川・露鴎むど一に基づきt－暫を－鞠し、そのけの利敵こついて－柵する．臨場での漬暫 醐は心 亡・ ′  

▲ ・  

1       臼  有  

2成人■は亨凛瞥汀同凛ぎ！と同等の賽降を筍する■はわ■．■M事Il鯵（井鷺山川臥臨床微控・ニー徴悼・川鰐（■比附  
3り犠牲疾患の鑑tに横丁る1かな鑓庄職級を罰し・■止した桓隕および斥慮鴫カモ弔し・末筆枝の朋旭細線櫓t董で決はされる笹軋強味戦lモ・胤肘掛欄瀾として のけ  
事円賞揚暮量菅生て鴨捜会で承ほされた趨床用■筍（匿鯵）  

その他の穐キl  

撒■雷t托■・■往け▲．博捜■t暮MtⅧh・■庄．tl川  

裾■方漁‡…が大正雷曾■曙…■1に書■仏力の冊【招い・所1を削二比蔓こⅧ性疇t■【…－相川＝＝”れ吊■織をとり■廿t昭一用のl一色せを！一つーニ．い削鋸仰乳生に詳ぎの坤月巨万脹川 ∩■江｝との1輪 
・舛…川徽の■t・即は巾t）や甘1d＝d人州別t・繁安列1・＄や†軌ど〉について粕書い二・－｝事象量ユ量り什ちl尊由江色・－不全のある8覇！王立℡し．仲割について1F ■よ川抽らぴに■M■托■に■絶蚤tり 
▲ユーい：貫刑†脚＝【tり職正した・一字重一1■【一札－の■…のもと－－に必－な－川き！－て・■∩…ゆのスーパーパイ文王モりなが扉£の8ホの アセスルトきiLてtは暮†甘幕 
を1・★k璽一節シミュレシュンきした・そのやには・草丈－ユその－椎もホの七欄虻■伏を●騨こ景…－ち一価事こ－旺を町′事俺司鞍川島し．γセスルトやケア軍馬申に も勅事こ■軋がないか縫比Lりがち雷kし！ 
こ・なJ；・雫生靂j8和こ事■－加）濱村カがかからぢいように糾し一塁とnuの騨卿lこよ－きu州川モt弓い、nt電場てから罵熱Lた．醐肋ンつルンスでの 細礪むらぴに濃tlわtしJ 

ニ．  

言語弾妹割と  
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1、成人■ll竿清音Ⅰ  
宇内★℡珊♯硬鋼蟄の役割に即する那は輪しいた軋捜肘患者をfl示し棚と掌生による相川虐とおして理捌く深められるようにしたJ7＝学生は、斉 富貴†産人体的に立 
を案し、教員と蓼加学生による川lと助言を通して豪†函を捧正した 

．    組地での濱冒ぎ】き事前に抑を努定L、椚薫憎を立案できるサポートをしたホー2一筆生が必要な概念や朋呼鎗が活用できるように、肘一員や助言を行っ た  
2成人■は竿演習ロ  

清音方法  

のエ美点  
。、 

用具 
確に行われる配慮をした．  

1，成人■旺竿実習I  
∫1i事前に事例を℡まし、缶哲l†碩を立案できるサポートをした 
．    ざ之j学生が必事な糧食や響は理練が清岡できるように」矧ほや勅書を行ったb  
2∧成人曽は華美℡汀  
ぎ11事前に事鋼をヤ足し、伍肇‡十匪を立慕できるサポートをした 
。    毒之～濡習まを間放し・学生がフィジカルアセスメントやシミュレーター告使用し必辛なだけ自己濱習ができる配座をした 
∩ j3き実習期間中に教Å・学生による検出会を泣け、助言や自己フィードバックを通して、実施靂偶の軽正や考秤が的托に行われる配慮をした。 3高度践く）   

近地実官方法  
のエ失点  

凛（ケア）方Iナを遂行する．  
之ン仏力が締ら九た息巻一事卿＝ついて、アセスルトからケア一泊環）を圧勝とのよ用を通して竿ぶ．．  

3二について 絶粒実前  

習  有  讐は教員  レポート（寧刑事磋琴）   

飽也実習蛭  レポート（平明l手伝琴）   

提確終了鋳  有   償防（払戻1熟導筍）  レポート（事例l羊優等）  




